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近年、Pb(Zr,Ti)O3に替わる非鉛圧電体の開発が活発に研究されている。我々は Pb系同様の構造

と強誘電体の起源を有する Bi 系ペロブスカイト型構造に着目し研究を行ってきた。その中でも

(Bi,Sm)FeO3 はペロブスカイト構造の A サイトの組成比を変化させることで結晶相が変化する材

料であることを発見した。この材料系の相図を図 1
[1]に示す。Sm含有量が増加するにしたがって、

結晶構造は室温において Rhombohedral強誘電体相(R3c)から PbZrO3型に類似した反強誘電体相の

混相を経て Orthorhombic 常誘電体(Pnma)に変化する。PFM による圧電 d33測定の結果より、その

圧電性は組成相境界において最大値を示すが、その圧電性の振る舞いの起源は未だ不明である。

本研究では、放射光 X線回折(SPring-8)を用いて、電界印加時における結晶の変化を観察した。図

2 に反強誘電体相端組成(Sm=15%)における、時間分解 XRD の結果を示す。その結果、反強誘電

体相のいくつかのドメインは、電界印加下において強誘電体相に電界誘起相転移することが分か

った。さらに、電界印加時においてドメイン変化により得られる圧電定数は最大で約 240pm/Vで

あることが実験的に測定された。当日は組成に対する圧電性の振る舞いと結晶構造変化について

議論する。[1] D. Kan et al., Adv. Funct. Mater. 20 (2012) 1108. 

 

 

図 1 (Bi,Sm)FeO3の(a)1/2回折および 1/4回折の強度 

および(b)相図[1]
 

図 2 (Bi0.85Sm0.15)FeO3の時間分解 XRD

測定の結果 
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